
【お申込みにあたって留意点】 

 

（公財）仙台ひと・まち交流財団 令和元年2月１日号 №188 

木町通市民センターだより 2月号  

〒980-0801 仙台市青葉区木町通１-7-36（木町通小学校ビル５階） 

電話 711-2561・FAX 212-4330 

開館時間：9:00～21:00 休館日：月曜日・祝日の翌日・年末年始 

ホームページ http://www.sendai-shimincenter.jp/aoba/kimachi/index.html  

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

令和２年度 市民センター使用料減免登録申込みのお知らせ 

登録受付期間：令和2年2月7日（金）から令和２年2月28日（金）まで 

手続きに必要な書類等 

新規申込 継続申込 

町内会 
町内会 

以外 

10割減免 

(2~5項の 

団体を除く) 

５割減免 

① 仙台市市民センター使用料減免登録申込書 

※ 用紙は当センターで用意しています 
○ ○ ○ ○ 

② 会則 ― ○ ― ○ 

③ 事業計画書 

※ 直近のもの 
― ○ ― ○ 

④ 名簿 

※ 氏名・住所が記載されている最新のもの 
― ○ ― ○ 

⑤ 減免登録証の写し ― ― ○ ○ 

⑥ 利用者カード 

※ 市民利用施設予約システムの利用登録をしている場合 
○ ○ ○ ○ 

※上記以外に収支予算・決算書の提出を求める場合があります。 

 

 

 

(１)減免登録申込書は、主に利用を予定している市民センターに提出してください。 

(２)減免登録申込書に記載された「会の目的・活動内容」(団体本来の活動)で市民センターを使用する場合に 

使用料が減免されますので、申込書には具体的な活動内容をご記入ください。 

(３)期間内に減免登録手続きが行われない場合、令和2年度6月分以降の利用について使用料が減免され 

ない場合がありますのでご注意ください。 

(４)地域利用団体登録届出書を提出する場合は、減免登録申込書と合わせて提出してください。 

＜詳しくは市民センター窓口にお問合せください＞ 

 
 

回覧 
             

※ このチラシはリサイクルできます。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月の予定 

2月１８日（火） 

14:00～15:00 
木町通市民センター 運営懇話会  

2月１９日（水） 

10:00～11:30 

木町通老壮大学 

日本文化の伝承とオリンピックの楽しみ方 
木町通老壮大学受講生のみ 

 

 

 

窓口業務のご案内 2月の個人使用日 

施設の利用申込み 

4月分の抽選申込確定 2/2(日)～2/9(日) 

4月分空室申込受付 2/11(火)～ 

5月分抽選申込受付 2/16(日)～2/29(土) 

 

2日（日）、11日（火・祝）、23日(日・祝) 

各 9:00～16:30 

種 目：バドミントン・ミニバスケットボール・卓球 

料 金：一般240円・小中学生120円（2時間まで） 

室内シューズ・用具をご持参ください。 

2月の休館日 

2/3(月)、2/10(月)、2/12(水)、 

2/17(月)、2/25(火) 

 

 

 

忘れ物展示中 

市民センターロビーにて忘れ物・落とし物を展示しています。お心当たりの方は窓口までお申し出ください。 

お申し出のないものは、３ヶ月の保管期間が終了したのち処分いたします。 

※ 傘・ハンカチ（タオル）・帽子などの忘れ物が多くみられます。お帰りの際には十分にお気を付けください。 

 

木町通市民センターホームページでは、講座のお知らせ（チラシ・センターだより・ブログ）や施設利用の 

ご案内をしています。ぜひアクセスしてみてください。（http://www.sendai-shimincenter.jp） 

木町通小学校 3 年生の総合的な学習の時間で北三番丁

公園について学びました。1回目の11月20日は公園の

歴史についてやどのように公園のお世話をしているかな

ど「こよなく北三番丁公園を愛する会」の方からお話を聞

きました。2 回目の 12 月 19 日には、公園の木の名札

「樹名板」を作りました。木の名前を書いてからきれい 

北三番丁公園の樹名板を作りました 

に色をぬったり、木の実を飾
ったりして素敵な樹名板が
完成しました。春には新しい
樹名板を付けた木が鮮やか
な葉をたくさんつけるでし
ょう。是非公園をお散歩して
みてください。 

   第 8回 木町通老壮大学 
年が明けて最初の講座は、はぎ：1月8日・けやき：1月

15日に書家 大塚耕志郎氏による「お手本のないアートな書

初め」を行ないました。 

暖冬といわれていた今冬でしたが両日とも雪となり、参加者が

少ない中でしたが、墨の香りが漂う部屋の中で、“飛白体”と

いう聞きなれない文体を段ボールの断面で描く初めての試みに

挑戦しました。はじめは戸惑っていましたが、だんだんと打ち

解け自由な発想で好きな一文字を仕上げていました。 


